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程度増加している。1 人 1 日あた
りの排出量（原単位）については、





















































ᑪ▽⾗᧚䊶䈢䈇⢈╬䈻䈱೑↪ 70% ᧂ೑↪ 30%
䉣䊈䊦䉩䊷䈻䈱೑↪ 100%















家畜排せつ物 約 8,700 万トン
下水汚泥 約 7,500 万トン
黒液 約 7,00 万トン
廃棄紙 約 3,700 万トン
食品廃棄物 約 2,00 万トン
製材工場等残材 約 430 万トン
建設発生木材 約 470 万トン


































































































































































































































（2005 年度）の約 5.6 % に相当す
る量である。
出典：参考文献 3）
（1975~1995 年度の間は 5 年おきのデータ。）



















































的 に は 温 度（Temperature）、 滞
留時間（Time）、十分な混合撹拌







量の 10 % 程度発生する焼却灰、










































































ジベンゾ - パラ - ジオキシンのう
ち 4 ～ 8 塩 化 物（PCDD）、 ポ リ



























































































































































































































































/( 循環利用量 + 天然資源等投入
量 )）および最終処分量の 3 つが
挙げられる。2010 年度までに、
各々を約 39 万円 / トンに増加、
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（2）バイオマスの利活用技術

































戦略マップ 2007 の中に 3R 分野
のロードマップがあり、金属資源









































































評価項目 生物機能の活用技術 ガス化技術 高温・高圧流体技術
主な対象物
・食品を主とする湿潤系バ









































































































































質とする場合、C6H12O6 + 2H2O 




































バイオガス＋焼却 エネルギー効率 * ＝ 25.0%
ごみ 厨芥 メタン発酵 バイオガス ガスエンジン
残渣 可燃物 焼却 382MWh
466MWh
84MWh残渣





















































（2003 ～ 2007 年度）などがある。
また、その他の研究機関または民
間企業による水素生成菌に関する















































ノールを容積比で 3 % 含む混合
燃料である E3 の実証試験が行わ
れている。1 日のエタノール製造






































































































出典：参考文献 13）（●：H2, :CH4, ○ :CO2）
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    観点でのシステム設計
　労働災害の観点からみると、例
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